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　第15図　小型化洗剤使用者（過去の使用者も含む）の使
　　　　　用量と洗剤量のはかり方
時何をもとに決めようとしているのか。これについてまとめたのが第14図一（2）である。ただこ
の質問の回答に対して複数回答は242名中14名であったことは図中の結果が各質問事項中最重
点として考えている割合を示すといえる。水量，洗たく物の量，汚れ程度によって洗剤量を決
めているのがほぼ同割合つつで92％である。これは設問の不充分も加わったが表示にもある水
量についての回答が33％にすぎなかったことは予想外であった。洗たくにおける使用洗剤量が
基本的にはその溶液濃度であることの知識の不足が考えられる。
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5　結 語
　合成洗剤の追放が叫ばれている中でこのような調査結果を見るに，ほとんどの主婦はその問題
点をマスコミにより知らされ，関心をもち，中には石鹸へ切換えようと考える者，またそれらの
本質を理解しようと自から勉強する者など数多くいることがうかがえる。洗剤購入時の基準は様
々であるが少なくとも過去の使用結果をもとに選ぶのに洗浄性の良いものと考えている者が多く
見られる反面使用に際し，箱から直接洗濯機へ投入するなど適正量の判断を不充分のまま使って
いる者も相当数あることも見逃せない。このことは洗剤が絶えず多目に使用され，表示も充分に
活かされているとは言えないことからも推察し得る。基本的に洗剤の適正量が水量すなわち洗剤
溶液濃度によるものであることの理解の不充分さが感じられる。
　最後に調査に協力いただいた本学学生並びにそのお母様方にお礼申し上げます。
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